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系統運用関係情報ネットワーク

系統監視制御ネットワークからのオンラインリアルタイムの情報が各給電所に取り込まれる｡これらは,系統運用関係情報ネットワークによ

り,相互に配信され活用される(図は試験運用形態を示す)｡

最近の電力情報制御システムには,オンライン監

視システムで収集した情報を経営情報,業務支援情

報として有効に利用するために,全社で給電情報(系

統運用関係情報)を相互に交換し共有化することが

求められている｡

関西電力株式会社では,全社の給電状況,系統事

故,気象などの情報を本店,支店,電力所などに配

信する系統運用関係情報システムを開発し,一部導

入した｡開発にあたっては,異メーカー,異機種で

の情報交換が必要であるため,マルチベンダ環境下

*関西電力株式会社電力システム室 **日立製作所大みか工場

での相互接続性,運用性を追求し,業界標準のオー

プンな環境下でソフトウェアを構築した｡このシス

テムで全社の系統運用関係情報を共有化することに

より,事故対応の迅速化や,需要家への対応サービ

スの向上が可能になる｡

このシステムは平成7年6月に,本店(中央給電指

令所),京都支店(基幹系統給電所,京都給電所)間で

の試験運用を開始した｡今後は全社に順次展開し,

本格運用に移行する予定である｡
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n はじめに

電力事業は,従来の電力供給主導型からお客さま個々

のニーズに対応できるようなサービス事業へと転換しつ

つある｡また,今後の電気事業の自由市場移行や不透明

な社会変化や突然襲ってくる災害にも柔軟に対応できる

経営基盤の確立を総合的に展開していく必要がある｡そ

のためには,電力会社における｢情報+を高度にハンド

リングできる環境を整備していくことが重要である｡

このような背景の下で,昨今のネットワーク技術の進

展や計算機の高速化,オープン化によるシステムの接続

性向上とし一つた計算機技術の｢シーズ+と,監視制御シ

ステムの情事lほ利用して本店,支店,電力所,営業所の

幹部やスタッフとお客さまに迅速に情報サービスすると

いう｢ニーズ+から,系統運用関係情報システムを開発

した(図1参照)｡

ここでは,その機能,特徴,構築手順について述べる｡

8 システムの機能

2.1 システムの要件

系統運用関係情報システムを構築するにあたっての要

件を表1に示す｡ネットワーク強化により,系統情報の

ニーズ

●監視制御システムに集中Lている貴重な情報の高度利

用各所･幹部･スタッフヘの情報伝送

●お客さまへのサービス向上

シース

●オープン化によるハードウエア･ソフトウェア接続性

向上(XWindowSystem*1,Motif*2)

●第三者ベンダによる汎(はん)用データベースの開発･
提供(ORACJE事3)

●計算機処理能力の向上(RISCプロセッサ)

●エンドユーザー コンピューティングによる情報加工
柔軟化

全社的な共有化を図るためには,異機種間の相互接続

性,運用性が最も重要であり,ソフトウェアは階層構造

アーキテクチャとした｡ソフトウェア階層モデルと具体

的な機能対応を図2に示す｡同図に示すように,業界標

準のオープンな環境に適合したシステム構築が必須(す)

である｡

2.2 システム構成

試験運用時における全体システム構成を図3に示す｡

系統運用関係情報システムは,中央給電指令所,基幹系

統給電所,支店給電所の,各オンライン監視システムと

接続し,電力系統のオンライン情報を入力し編集加工処

理する｡システムはこれらのオリジナル情報を,それぞ

れの場所で汎(はん)用のリレーショナルデータベースに

よって分散データベースとして保存する｡中央給電指令

所では,監視制御情報のほかに気象情報,給電情報も入

力処理する｡これらの人力情報は,1.5Mビット/sの

WANによって各給電所に配信され,給電所の各端末に

画面表示される｡

中央給電指令所におけるシステム構成を図4に示す｡

同図に示すようにクライアントサーバ構成とし,高信頼

度を必要とするサーバは二重化している｡また,データ

ベースの矛盾の無い引き継ぎを実現するために,ミラー

系統運用関係

情報システム

(1)事故情報の高速伝送

(2)データベースの遠隔アクセス

(3)系統図の交換による事故内容

のビジュアル把握

(4)気象情報の伝達

(5)給電情報の伝達

士:L

芯旨轡

.畠i

一三空苧煮

す■

凝議､r

注:*1×Wi=d州Systemは,米国×Consort山m,lnc.が開発Lたソフトウェアである｡

*2 Motifは･OpenSoftwa｢eFoundation,lnc･の商標である｡*3 0RACJEは,米国0racleCorporationの登録商標である｡

図l系統運用のための情報ネットワーク強化

系給運用関係情報システムは,系統情報を共有化し,有効に活用することをコンセプトとしたものである｡
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表l系続運用関係情報システム構築の要件

システム構築の要件によりオープンな環境が要求されていることが明確になる｡

要 求 品 質
必 要 機 能

基本 二 次 三 次

わ

か

り

や

す
く

内容が理解

しやすい｡

各情報の関連が明確 情報項目からの画面渡りが可能

関連する情報を同時に表示 フルサイズ10枚以上のマルチウインドウ表示

相手先に応じ表現の変更可 技術･事務部門別の画面情報編集

表示が見やすい｡ 色分けして表示 表示色256色以上のカラー表示

感覚的に把

蛙できる｡

図表,グラフで表示 情報の図表化,グラフ化

図形,地図で表示 解像度し280×l′024ドットのビットマップディスプレイ

確夕
実イ
にム
いつでも

24時間連続運転 重要機器の二重化,無停電化により単一部品故障で無停止

端末を専有 最低限各個所l台専用端末を配置

必要であれば残存
プリンタなど出力装置を端末に標準装備する

早リ
bl
れか

るつ

RDB採用による情報保存･蓄積･検索機能

すぐに 福榛(ふくそう)で通信阻害なし l.5Mピット/s専用線の採用

簡単に 端末の操作が容易 標準的なGUlの採用

情

報

シ

必要な人に

だけ提供
不要な情妻板の不出 アクセス権による情報サービスの制限

情報の涜れ アラームによる情報の着信 アラーム出力音源が可能

がわかる｡

情報の流れ

が管理可能

高い拡張性

着信メッセージが表示 情報表示中のメッセージ表示が可能

相手先への着信の確認

配信先を任意に設定

連続的な拡張が可能

送達確認(着信のアンサバック)が可能

一斉同報(全･指定範囲端末)が可能
個別送信(特定の端末を指定)が可能

クライアントサーバ構成による分散型アーキテクチャの採用
ス

7‾

ム

相互運用性 異システムの相互接続での運用が可能 標準に準拠したソフトウエア階層モデル適用

可搬性 異システムでもソフトウエア資産が流用可 インタフェースの統一(将束)

注:略語説明 GUl(Graphica=+serhterface),RDB(RelationalDatabase)

化した共有ディスクを採用している｡サーバとクライア

ント間は端末LANで接続している｡中央給電指令所内の

他システム(監視制御システム･気象システム･給電情

報システム)とは二重化した汎用業務LANで接続してい

る｡他給電所とは,二重化した系統情報LANからルータ

を介してWAN経由で接続している｡端末はEWSまたは

Ⅹ端末であり,Motif,ⅩWindowSystemなどの標準GUI

を使って画面表示している｡

災害対策本部室では,大型ディスプレイに画面が表示

できるようにしている｡

2.3 システム機能

主な配信情報機能を表2に示す｡これらの内容につい

て以下に述べる｡

(1)系統情事艮:系統の現在状況を示す｡概略系統図や停

電エリア図等は,監視制御システムからのオンライン情

報を地図上に表示する｡

(2)系統事故情報:監視制御システムが処理した事故判

定結果により,事故時系統図と事故設備情報や事故内容

を表示する｡事故集約表によって事故件名ごとに表示

する｡

(3)停電情報,瞬時電圧低下情報,配電線情報:支店給

電所で収集したこれらの情報を,事故情報と同様に集約

表によって件名ごとに表示する｡停電や瞬時電圧低下が

発生した場所を地図上に表示する｡

(4)給電情報:総需要の実績や履歴,発電設備の稼動状

況や前口実績,本日予想などを表示する｡

(5)気象情報:発雷情報,アメダス情報,地震情報,台

風情報などを表示する｡

(6)給電メール,広報メール:給電状況や広報連絡事項

などを,端末間で任意のユーザーに対して送信できる｡

文字,描画のほかにもイメージスキャナから写真を取

り込んだり,画面内容を切り取ってメールにはり付ける

などの方法で自由に情報の交換が可能である｡画面編集

処理には,汎用のDTP(DeskTopPublishing)ソフトウ

ェアを採用しているので,異機種の端末間でも共通のヒ

ューマンインタフェースとしている｡

B システムの特徴

ここでは,このシステムにおける業界標準のオープン

環境対応のインタフェースについて,主な実現方法を述

べる｡以‾Fの手法によって異機種間のデータ交換を実現

する｡
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ソフトウェア階層モデル ソフトウェア機能
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注1:アンダーラインは試験運用で採用することを示す｡

注2:略語説明など

OS(OperatingSystem)

RPC(RemoteProcedureCall)

SNMP(SimpleNetworkMa【agementProtocol)

M旧(ManagementlnformationBase)

SVID(SystemVlnterfaceDefinitjon)

NIS(Networkl[formationService)

XPG(×/OpenCompanyLimited'sX/Open事3porta州ty

G山de)

POSIX(PortableOperatingSystemlnterfaceforComputer

Envjronment)

TCPハP(TransmissionControIProtocol/l[ternetProtocoり

FDD=FiberDistributedData仙erface)

*1×11は,米国MassachusettslnstituteofTechno10gy

が開発したソフトウェアである｡

*2 イーサネットは,富士ゼロックス株式会社の商品

名称である｡

*3 ×/Openは,X/OpenCompanyLimitedの英国ならび

に他の国における登録商標である｡

図2 ソフトウエア階層モデルと実現機能の対応

異機種間の相互接続性･相互運用性を実現するために,ソフトウエアはこの図の階層構造アーキテクチャとした｡

3.1データ配信方式

このシステムで扱う情報配信形態には,大別して次の

2種類がある｡これは,各給電所のサーバ問および給電

所内のサーバ,端末間で異機種間のデータ交換ができる

ことをねらいとしている｡

(1)通達型配信

発生した情報を配信先に送信する方式で,迅速性が要

求される情報の伝達手段である｡例えば系統事故情報の

中央給電指令所

系統情報システム

TCP/lP

監視情報システム

気象情報システム

給電情報システム

巨∃
巨∃

[コ

管理者端末

[コ [コ

本店内端末

注:略語説明 WAN(WideAreaNetwork)

W

A

N

新規発生,更新などがこれに相当する｡受信側は自所の

データベースに受信情報を保存する｡

(2)要求型配信

情報が発生したときに,情報発生イベントに検索キー

を付けて配信先に送信するやり方で,受信側は必要に応

じて検索キーを基に発信元に情報を要求する｡この手順

がこのシステムの通常のデータベースの一致化方法とな

っている｡要求する情報は,事故概要などのリレーショ

基幹系統給電所

系統情報システム監視情報システム

目 岳

⊂]
TCP/旧

東給電所端末

[コ

西給電所端末

支店給電所

系統情報システム監視情報システム

自
目

情報

伝送

情報

伝送

報送情伝

山
部
送

情伝

TCP/lP

⊂]

盛･
｢‾‾‾｢

+r+

管理者端末 支店内端末
瞬時電圧低下

検出システム

電力所

[]

図3 試験運用時の全体システム構成

中央給電指令所･基幹系統給電所,支店給電所はそれぞれクライアントサーバ構成となっており,WANで接続されて情報交換を実施する｡
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注:略語説明 RPT(リピーター),EWS(EngineeringWorkstation)

図4 中央給電指令所のシステム構成

このシステムはクライアントサーバ構成であり,端末は各部門に配置されて利用される｡

ナルデータベースに保存される情報と,系統図や気象図

のようなUNIX削)のファイル形式で管理されるものに

分けられる｡前者はSQL*Net滋2)によってデータベース

の内容を参照し,後者はファイル転送によってデータを

受信する｡

3.2 データベース更新内容一致化

データベースは,給電所ごとに分散管理されている

が,各給電所間相互のアクセス回数を減らすために,他

給電所の一定期間情報をコピーして自給電所に保存する

構成とした｡したがって,システム立ち上げ時や通信異

常発生によってデータベースが更新されない場合には,

その間に発生した他給電所のデータベースの更新内容を

一致化しなければならない｡この際に,データベースが

保証できない内容だけを一致化の対象としており,デー

ター致化に要する時間を最少化している｡

3.3 描画関数データ形式

このシステムでは,系統図などのフルグラフィックな

画面情報は,Ⅹライブラリの関数とパラメータで構成し

た｢描画関数データ形式+で統一し,管理,保存してい

米1)UNIXは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedがライセンスし

ている米国ならびに他の国における菅録商標である｡

※2)SQL*Netは,米国Oracle Corporationの登録商標で

ある｡

る｡これにより,任意の給電所のサーバで編集された画

面データは,表示する端末や画面(グラフィック)の種類

に関係なく,Ⅹライブラリの関数によって元の画面に復

元できる｡

また,描画データは複数のレイヤ構成としており,伝

送するレイヤを限定することにより,情報伝送量も抑制

している｡この方式の長所は,他の給電所で設備追加や

機能変更で画面が変更となっても,表示する側では画面

の変更作業が発生しないことである｡そのため,サーバ

が給電所に新設される場合の保守性にすぐれる｡

3.4 アクセス権管理

このシステムのユーザーは,本店,支店の幹部やスタ

ッ7,電力所,営業所,発電所などの技術担当部門,お

客さま対応部門などさまざまである｡システムには必要

なすべての情報が管理されるが,データのセキュリティ

管理や配信の責任の明確さが運用上要求されるので,ユ

ーザーごとに情報サービスを限定する機能が必要と

なる｡

このシステムでは,サービスする情報に対してアクセ

ス権(参照する権利,書き込みする権利,削除する権利)

をユーザーごとに設定することにより,情報に対するセ

キュリティを確保している｡
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表2 系統情報配信機能

系統情報配信の主な機能を示す｡

項 目 編集配信内容

情報発信個所

中央給電

指令所

基幹系統

給電所

支店

給電所

系

統

情

報

配

信

機

能

系統情報

現在系統図,現在概

略系統図

現在停電エリア図,

現在影響度概要など

⊂) ○ ○

系統事故情報

発生時亥弘幸故内容,

供給支持亀事故

系統風車故系統乳

エリア図,影響度など

○ ○ ○

停電情報

停電発生･復帰時

刻,停電種別,地域

停電戸数,停電負荷,

エリア図など

○

瞬時電圧低下

情報

瞬停検出時刻,電圧

低下率,継続時開,影

響地域,エリア図など

○

配電線情報
事故発生時刻,所乳

事故区間など
○

給電情報

全社総需要量曲線,

過去最大総需要曲

線,発電所別様動状

況など

○ ○

気象情報

発雷総括,アメダス

情報,天気図情報,

地震情報,台風情報,

各種警報など

○

給電メール

広報メール

任意の端末の間での

メール交換と配信状

況管王里

事故時広報文の周知

など

○

(⊃

○ ○

(〕

注:□(平常時情報),□(事故時情報)

巴 システム構築手順

マルチベンダ対応のシステム構築にあたっては,以下

のことに注意しながら開発した｡

(1)仕様決定

マルチベンダ開発での仕様決定では,仕様の実現方法

や範囲がベンダ間で行き違うことがないように,ユーザ

ー側の仕様要件が明確なことが重要である｡この開発で

は,ユーザー･ベンダ間の連絡はファクシミリを利用し

てQA(QuestionAnswer)票で文書管理を行い,仕様決定

事項と懸案事項の確認を迅速に実施した｡

(2)製作･ベンダ内試験

システムアーキテクチャや試験方法はベンダ独自で検

討することになるが,ファイルの名称,フォーマット,

構成などを可能なかぎり共通化しておくことが全体の管

理として必要である｡また,試験内容･試験データを共

通化して,ベンダごとに大きな品質の差がないように管

理しなければならない｡そのほかハードウェア,OSに依

存するものとして,フォントサイズや画面表示サイズの

違い,画面表示色などの調整を実施した｡

(3)ベンダ間対向試験

この開発ではISDN(IntegratedServicesDigitalNet･

WOrk)を利用して製作ベンダ間をつないで異機種間の接

続試験を実施した｡ベンダ間のコミュニケーションを効

率的に行うために,対向ごとに電話･ファクシミリ･

ISDN[司線を準備した｡

どのような画面イメージが表示されているかを対向ベ

ンダに伝達するには,給電メールで表示画面を取り込ん

で送信すればよく,これはカラーで見られるので,検証

にたいへん役立った｡

血 おわりに

系統運用関係情報システムは,関西電力株式会社にお

し､て平成7年6月に試験運用を開始し,今後順次全社展

開していく予定である｡将来は情報の任意編集,電子会議

などの非定型業務に対応した機能の向上が考えられる｡

システムの規模を拡大し高機能化を推進するにあたっ

ては,性能面,運用管理面などで解決すべき課題がある

が,このシステムの導入により,系統運用関係情報に関

する高度で総合的な業務環境を提供できるシステムヘの

発展の第一歩を踏み出したと考える｡
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